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1  基本的な考え方 

1－1  趣旨 
国は、急速な少子高齢化等の進展に的確に対応し、特に若い世代の地方から東京圏への人

口流出に歯止めをかけ、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来にわたり活力ある

日本社会を維持していくことを目的に、平成 26 年 11 月 28 日、「まち・ひと・しごと創

生法」を制定しました。 

また、本町においても少子高齢化の進展等に伴い、生産年齢人口が減少傾向にあり、その

克服を図るために、地域経済の発展と活力ある地域社会の形成を目指していかなければなり

ません。 

このため、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、国や北海道が策定した総合戦略を十

分に勘案しながら、本町の実情を踏まえ、人口・経済・地域社会の課題に一体的に取り組む

べく、「浜中町創生総合戦略」を策定します。 

1－2  まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要 
日本の人口は、平成 20(2008)年をピークに減少局面に入っており、平成 62(2050)

年には 9,700 万人程度になると推計されています。人口減少は地域経済の縮小を呼び、地

域経済の縮小が人口減少を加速させるという負のスパイラルに陥るリスクが高くなってい

ます。 

そのため、人口減少を克服し地方創生を成し遂げるために・・・ 
①「東京一極集中」を是正する 
②若い世代の就労・結婚・子育ての希望を実現する 
③地域の特性に即して地域課題を解決する 

といった基本的視点から、人口、経済、地域社会の課題に対して一体的に取り組むことが重

要となっています。 
そこで、国は次の４つを政策の基本目標とする「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策

定し、地方における様々な政策による効果を集約し、人口減少に歯止めをかけ、東京一極集

中の是正を進めていくとしています。 

【政策の基本目標】 

基本目標①：地方における安定した雇用を創出する 
2020 年までの 5 年間累計で地方に 30 万人の若い世代の安定した雇用を創出。 

基本目標②：地方への新しい人の流れをつくる 
東京圏から地方への転出 4 万人増、地方から東京圏への転入 6 万人減、東京圏から

地方への転出入を均衡。 

基本目標③：若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 
2020 年に結婚希望実績指標を 80％、夫婦子ども数予定実績指標を 95％に向上。 

基本目標④：時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、地域と地域を

連携する。 
「小さな拠点」の整備や「地域連携」を推進する。国の目標数値は各地方版総合戦略

の状況を踏まえて設定。 
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1－3  北海道創生総合戦略の概要 
北海道の人口は、国全体が経済成長期にあった 1960 年代以降、全国で見ても低い出生

や道外への人口流出により、徐々に増加の幅が小さくなりました。その結果、平成 9(1997)

年をピークに減少に転じた後、全国を上回るスピードで人口減少が進んでいます。 

また今後、このままの推移で人口が減少した場合、超高齢化の人口構造とも相まって、経

済、暮らし、行政等の幅広い分野において、地域社会の存亡にも関わる極めて深刻な事態と

なることが危惧されています。 

この状況を打開するためには、北海道により多くの人を呼び込んで定着させ、増やしてい

くことが求められます。そのためには、これまでの考え方に代わる価値観を見い出しながら、

北海道ならではの魅力を引き出し、独自の発展を遂げていくという気概を持って、人口減少

という危機を突破する必要があります。 

こうした観点から、北海道は「北海道創生総合戦略」を策定し、北海道の創生を進めるに

あたり、2040 年に 450 万人から 460 万人程度の人口規模を維持するという長期展望に

立ち、道民が共有するめざす姿とその実現に向けた取組みの基本方向を次のように示してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 北海道創生総合戦略のめざす姿と取組みの基本方向 

 

【取組みの基本方向】 

(1)広大な土地と恵まれた環境の中、安心して子供を育み、道民一人ひとりの個

性に応じた活躍の場をつくる 

(2)個性的な自然・歴史・文化・産業等を有する多様な地域において、将来に渡

り安心して暮らし続けることができる生活の場をつくる 

(3)豊かな自然や高い食料自給力など多様な資源を活かし、生き生きと働くこと

のできる就業の場をつくる 

【めざす姿】 

幅広い世代が集い、つながり、心豊かに暮らせる包容力のある北海道 
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1－4  浜中町創生総合戦略の位置付け 
1－4－1 国・北海道の創生総合戦略との関連 

浜中町創生総合戦略は、浜中町人口ビジョンの内容を踏まえるとともに、国の「まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」及び北海道の「北海道創生総合戦略」を勘案し、整合性を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 国・北海道の総合戦略等との関連 

 

1－4－2 第５期浜中町新しいまちづくり総合計画との関連 
浜中町創生総合戦略の計画期間は、「第５期浜中町新しいまちづくり総合計画」の計画期

間（後期 平成２７年度～平成３１年度）と合致し、総合戦略の基本的な考え方は総合計画

との整合性を十分に図ります。 

 
 
 
 
 
 
 

図 3 第５期浜中町新しいまちづくり総合計画との関連 

 

1－4－3 計画期間 
浜中町創生総合戦略の計画期間は、平成２７年度～平成３１年度の５カ年とします。 

 

まち・ひと・しごと創生総合戦略 
・基本的な考え方 
・政策の企画、実行にあたっての基本方針 
・今後の施策の方向 

北海道創生総合戦略 
・北海道創生重点戦略 
・基本戦略 
・効果的な進捗管理 

勘案 

連携 
勘案 

浜中町創生総合戦略 浜中町人口ビジョン 

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

浜中町創生
総合戦略

前期 実施計画

第5期浜中町
新しい

まちづくり
総合計画

基本構想 基本計画

後期 実施計画

浜中町創生総合戦略
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1－4－4 総合戦略の策定・推進体制 
市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定については、「まち・ひと・しごと創生法」

第１０条第１項で規定されています。 

そこで、本町は庁内における策定・推進組織として、町長を本部長とする「浜中町総合戦

略推進本部」を設置し、その下部組織として、総合戦略策定のために必要な調査・検討を行

う３つの「総合戦略策定プロジェクトチーム」を設置しました。 

更に、浜中町創生総合戦略の策定及び推進等に関して広く意見を聴取するため、外部組織

として、産業団体、金融機関、教育・福祉関係者等で構成する「浜中町総合戦略推進委員会」

を設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 総合戦略の策定・推進体制 

1－4－5 目標設定と進捗管理 
この総合戦略は、政策分野毎に基本目標を設定するとともに、具体的な施策については、

客観的な重要業績評価指標（KPI）を設定します。 

また、計画・実行・評価・改善の PDCA サイクルを確立し、効果的な戦略策定と着実な

実行、実施した施策・事業の効果を検証し、必要に応じて総合戦略を見直しながら推進して

いきます。 

 
 
 
 
 
 
 

図 5 PDCA サイクル

浜中町総合戦略推進本部 
人口ビジョン、総合戦略の策定 
総合戦略の推進及び実施状況の検証 
【構成】 
・本部長：町長 
・副本部長：副町長、教育長 
・本部員：各課長（等） 

総合戦略策定プロジェクトチーム 
人口ビジョン、総合戦略の策定及び推進に必
要とされる具体的な調査と検討 
総合戦略の推進及び実施状況の検証 
【構成】 
担当部署の係長による構成（計３チーム） 
・産業振興プロジェクトチーム 
・子ども、子育て支援プロジェクトチーム 
・安心、安全なくらしプロジェクトチーム 

浜中町総合戦略推進委員会 
総合戦略の策定に関すること 
総合戦略に掲げた施策等に関する効果等の
検証に関すること 
【構成】委員１９名 
・産業関係者、福祉関係者、教育関係者、自

治会関係者、金融関係者、その他 
※オブザーバー：北海道釧路総合振興局 

戦略策定支援担当部長 

町議会 

町 民 

報告 

意見 

情報提供 

意見 

意見提言 

Ｐlan（計画） 

総合戦略 

Do（実行） 

施策・事業の実施 

Check（評価） 

施策・事業の進捗
の把握・評価 

Action（改善） 

必要に応じて見直し 

KPI：K
．
ey P
．
erformance I

．
ndicators 

目標の達成度合いを測る指標 
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2  基本目標の設定 

2－1  基本目標 
国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」で示されている４つの政策の基本目標は次のと

おりとなっています。 

 

 

 

 

「浜中町創生総合戦略」の基本目標は、国の基本目標に沿った形で設定します。 

また、基本目標を達成するために取り組む施策の基本的な方向性、関連する施策等とその

重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－2  施策の体系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本目標① 魅力あふれる地場産業の振興と安定した雇用を創出する 

基本目標② 若い世代が希望を持って結婚・出産・子育てができる環境を構築する 

基本目標③ 誰もが安心・安全を実感して住み続けられるまちづくり 

①産業後継者の確保及び新規就業者等の育成 
②新商品の開発等、地場産品の付加価値向上 
③６次産業化等の推進と販路拡大 
④雇用環境の充実による多様な就業機会の創出 
⑤地域資源を活用した知名度向上と交流人口の拡大 
⑥異業種間の交流等による出会いの場の提供 

①安心して子どもを産むことができる体制の充実 
②安心して子どもを育てるための支援強化 
③安心して子どもを預けられる保育環境の整備 
④霧多布高等学校の魅力づくり 
⑤地域の特色を生かした教育活動の推進 

①一人ひとりの命を守る災害に強いまちづくり 
②誰もが安心して住み続けられる生活環境等の整備 
③公共施設の適正な更新と廃校校舎等の有効活用 

①地方における安定した雇用を創出する 

②地方への新しい人の流れをつくる 

③若い世代の結婚、出産、子育ての希望をかなえる 

④時代に合った地域をつくり安心な暮らしを守るとともに、地域と地域を連携する 

【浜中町創生総合戦略の基本目標】 
■基本目標① 魅力あふれる地場産業の振興と安定した雇用を創出する 

豊かな自然を活かし、基幹産業である農業、漁業を中心とした産業振興を図り、若
い世代にとって「魅力」と「やりがい」のある仕事を創出します。 

■基本目標② 若い世代が希望を持って結婚・出産・子育てができる環境を構築する 
若い世代の「結婚して子どもを産み育てたい」という希望をかなえるため、結婚・

出産・子育てにおける支援充実を図り、安心して子どもを産み育てられる環境づくり
を進めます。 

■基本目標③ 誰もが安心・安全を実感して住み続けられるまちづくり 
住環境、災害対策の充実を図りながら、あらゆる人が安心して暮らせる環境づくり

に取り組みます。 
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3  具体的な施策 

基本目標① 魅力あふれる地場産業の振興と安定した雇用を創出する 

将来にわたって基幹産業である農業・漁業を守っていくことは、本町の人口減少対策の

基本です。今後は、特に若年層の産業後継者の確保・人材育成を強化するとともに、恵ま

れた地域資源を活かした地場産品の付加価値化やブランド化、更には６次産業化に取り組

むことで、一次産業と関連した新たな雇用の場の創出を目指します。また、本町の優れた

観光素材等を十分に生かしながら、交流人口の拡大を目指します。 

指標 基準値 数値目標 

生産年齢人口 3,673 人（平成２６年） 3,300 人以上の確保（平成３１年） 

 
【施策 1 産業後継者の確保及び新規就業者等の育成】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 基幹産業である農業・漁業の

振興のため、意欲ある担い手

の確保と育成、若年者の定着

を促進します。 
 商工業における事業者の経

営安定のための支援策等を

充実させます。 
 後継者の確保や将来を担う

人材育成を図り、産業面での

実践活動に結びつける施策

を推進します。 

①新規就農者誘致事業 
 
②産業後継者対策事業 
 
 
③漁業技術習得支援事業 
 
④エゾシカ等有害鳥獣対策

事業 
⑤商工業経営改善支援事業 
 
⑥人づくり事業の推進 

①新規就農者数 

５年間で１０件 

②Ｕターン・新規学卒によ

る後継者人数 

５年間で１０人 

③技術習得者人数 

５年間で５人 

④新規狩猟免許取得人数 

５年間で５人 

⑤起業及び商業継承店数 

５年間で１０件 

⑥年間事業数  ５件以上 

 

【施策 2 新商品の開発等、地場産品の付加価値向上】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 本町の地場産品について、新

商品開発やブランド化等、付

加価値向上に向けた対策を

推進します。 
 地場産品の魅力増大に取り

組む団体や企業等の連携を

支援します。 

①特産品開発等推進事業 
 
 
 
②新技術導入等支援事業 

①特産品ブランド化

開発件数 

５年間で１５件 

 

②新技術導入件数 

５年間で１０件 
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【施策 3 6 次産業化等の推進等と販路拡大】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 地場産品の生産、加工、販売

の一体化による新たな産業

の創出を促進します。 
 特産品の販路拡大に向けた

取組みを推進します。 

①６次産業化等支援事業 
 
②地産地消推進事業 
 
③「道の駅」等による地域

振興事業 

①新規事業者数 

５年間で５件 

②地産地消取組み件数 

５年間で１０件 

③基本計画策定 

５年間で策定 

 

【施策 4 雇用環境の充実による多様な就業機会の創出】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 求人求職者間の雇用のミス

マッチングを解消するため

の取組みを推進します。 

①雇用対策促進事業 
 

①対策会議等による取組み

件数 

５年間で１０件 

 
【施策 5 地域資源を活用した知名度向上と交流人口の拡大】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 豊かな自然や食材等、地域の

特性を十分に生かしながら、

交流人口の拡大に向けた取

組みを推進します。 
 本町の情報発信の強化を図

るとともに、宣伝普及活動を

積極的に推進します。 
 東京特別区との交流事業等、

管内市町村との広域連携事

業を推進します。 

①観光交流イベント事業 
 
②観光施設の整備と適正管

理 
③各種媒体を活用した情報

発信・ＰＲの強化 
④広域観光推進事業 
 
⑤都市圏における誘客活動、

物産普及事業 

①イベント参加者増加率 

5 年間で１０ポイント増加 

②観光施設整備件数 

５年間で１５件 

③ＰＲ事業実施回数 

５年間で１５件 

④事業実施件数 

５年間で１５件 

⑤誘致普及活動実施件数 

５年間で１５件 

 

【施策 6 異業種間の交流等による出会いの場の提供】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 積極的な異業種間によるイ

ベントや地域づくりの取組

みを通じて、出会いの機会を

支援します。 
 町内の独身男女の結婚を促

進する活動を推進します。 

①異業種間交流事業 
 
②婚活支援事業 
 
③結婚祝金支給事業 

①交流事業実施件数 

５年間で１０件 

②婚活事業実施件数 

５年間で１０件 

③支給件数 

年間２０件以上 
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基本目標② 若い世代が希望を持って結婚・出産・子育てができる環境を構
築する 

浜中町の合計特殊出生率は 1.54 であり、全国平均と比べると１２％、全道平均と比べ

ると１６％高い数値になっています。しかし、人口減少に歯止めをかけるためには、基幹

産業である農業・漁業を中心に、特に若い世代の方々が、働きながらしっかり子育てがで

きる環境を整える必要があります。そのために、これまでにない新たな取組みを進めなが

ら、子育て環境の充実を目指します。 

指標 基準値 数値目標 

合計特殊出生率 1.54 人（平成 27 年） 1.8 人（平成 31 年） 

 
【施策 1 安心して子どもを産むことができる体制の充実】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 本町には、産婦人科や不妊治

療を行う専門医療機関がな

く、その場合、近隣市町への

通院を余儀なくされている

ことから、妊娠や出産に関す

る支援を充実させ、出生数の

増加を目指します。 

①妊産婦の通院に係る交通

費の助成事業 
②一般不妊治療費助成事業 
 
③出産祝金支給事業 

①助成事業活用件数 

年間５０件 

②不妊治療費助成率 

１００％ 

③支給件数 

年間５０件以上 

 
【施策 2 安心して子どもを育てるための支援強化】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 共働き家庭であっても、安心

して働きながら子育てがで

きる環境にするため、子育て

に関する悩みを解決し、子ど

もが健やかに育つよう、子育

て支援の充実を図ります。 

①高校生世代までの子ども

医療費の全額無料化 
②子どもインフルエンザ予

防接種料の一部助成事業

（高校３年生まで） 
③母親同士の交流機会及び

子育て相談体制の充実 
④放課後児童クラブの受入

体制等の充実 

①助成率 １００％ 

 

②インフルエンザ予防接種

を希望する１歳～１８歳

以下の接種率 １００% 

③交流機会の件数 

年間平均１０件以上 

④児童受入数 １０％増 
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【施策 3 安心して子どもを預けられる保育環境の整備】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 保護者が働きながら子育て

ができるよう、ニーズに即し

た保育の提供を行うととも

に、保護者の負担軽減を図

り、子どもが健やかに育つた

めの各種支援の充実を目指

します。 

①一時預かり保育の実施 
②保育料の負担軽減の拡大 
③子育て支援センターの内

容充実 
④保育ニーズ・就労者の分

析調査の実施 
⑤保育サービスの充実（保

育時間の見直しやへき地

保育所の給食実施などの

検討） 

①一時預かり保育利用数 

年間４００件以上 

②、④、⑤ 

4・5 歳児入所割合 

１００% 

3 歳以下の入所割合 

１０%増 

③子育て支援センター利用

者数 

年間平均１０%増 

 
【施策４ 霧多布高等学校の魅力づくり】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 町内外から霧多布高等学校

に進学する生徒のために、

学校生活を送る上で独自性

のある支援を強化します。 
 生徒数の減少を防ぐととも

に、霧多布高等学校ならで

はの教育活動を展開し、魅

力に溢れた町立高校を目指

します。 

①学校給食の実施 
②生徒スキルアップ事業 
③遠距離通学者に対する定

期券助成事業 
④遠距離通学者のためのバ

ス運行事業 
⑤特色ある教育活動の推進

（浜中学、環境・産業視察

研修、海外交流派遣他） 
⑥特色ある教育カリキュラ

ムの創設 
⑦町独自による学習支援員

の配置 

①～⑦ 

霧多布高等学校進学率 

5 年間で１０%増 

 

 

 
【施策５ 地域の特色を生かした教育の推進】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 小・中・高等学校が一貫し、

地域の特性を生かした教育

活動を推進することにより、

本町の将来を担う人材の育

成に努めます。 

①小・中学校における土曜

授業の実施 

 

②小・中・高等学校におけ

る環境・産業教育の推進 

①土曜授業の実施回数 

年間実施数 5 回以上 

 

②実施学校数  １００% 
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基本目標③ 誰もが安心・安全を実感して住み続けられるまちづくり 

何よりも、浜中町に居住する人達が安心して生産活動に従事し、将来にわたって住み続

けてもらうためには、日常の生活基盤の向上を図るとともに、災害からしっかり安全が確

保されることが必要です。特に、浜中町は過去に多くの自然災害に遭遇した経験とその教

訓をもとに「災害に強いまちづくり」を進めており、今後は人口減少対策の一環として、

町民一人ひとりの安心・安全な暮らしを守っていきます。 

指標 基準値 数値目標 

浜中町からの社会減の抑制 ２５１人（平成２６年） ２１０人（平成３１年） 

 
【施策 1 一人ひとりの命を守る災害に強いまちづくり】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 地震や津波災害をはじめ、

様々な自然災害から町民一

人ひとりの命をしっかり守

るため、ハードとソフトが

一体となった総合的な防災

対策を推進します。 

①防災行政無線のデジタル

化 

②一時避難施設への防災備

蓄品の常時配備 

③津波防災避難訓練や避難

所運営訓練の実施 

①防災無線デジタル化率 

１００% 

②施設への備蓄品配備 

１００% 

③避難訓練参加者数 

５年間で２０%増 

 
【施策 2 誰もが安心して住み続けられる生活環境等の整備】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 誰もが安心して住み続ける

ためには、日常生活を送る

中で、その利便性を大きく

向上させることが必要であ

ることから、住宅やインフ

ラ全般にわたる生活環境の

向上に努めます。 

①安心すまいる促進事業に

よる新築・リフォーム実施

者への一部助成 

②町内巡回バス運行事業 

③光回線やＷｉ－Ｆｉステ

ーションの設置等、情報通

信網の整備促進 

④道路ストック総点検事業

等による町道等、交通環境

の整備 

⑤下水道等、水洗化の普及促

進 

⑥広域連携を含めた地域医

療の充実 

①助成件数 

年間平均２０件以上 

 

②町民利用者数 １０%増 

③エリアカバー率１００% 

 

 

④町道等の整備 

年間５カ所以上 

 

⑤町内の水洗化率 

平成３１年５%増 

⑥広域医療連携事業数  

５年間で２事業 
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【施策 3 公共施設の適正な更新と廃校校舎等の有効活用】 

施策に関する基本的な方向性 関連する施策等 重要業績評価指標（KPI） 

 老朽化する公共施設の適正

な更新・管理を行うととも

に、町内で廃校となった学

校施設への民間導入等を促

進し、有効活用を図ってい

きます。 

①公共施設総合管理計画の策

定及び計画的管理の推進 

②浜中町水道ビジョンの策定

及び推進 

③民間活用等を導入した廃校

舎の利用促進 

①計画策定 ５年間で１件 

 

②計画策定 ５年間で１件 

 

③廃校利用数 

５年間で２校 
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資 料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4  地方創生に関するアンケート調査結果 
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4－1  アンケート調査の概要 
浜中町総合戦略を策定するにあたり、地方創生に関するアンケート調査を実施しました。

アンケート調査の概要は次のとおりです。 

表 1 アンケート調査の概要 

 小中学生アンケート 高校生アンケート 町民アンケート 

対象 小学校 5、6 年生・中学生 
（町内 9 校） 

町内居住高校生 全世帯 

方法 学校配布、回収 学校配布、回収 自治会を通じて配布、回
収 

個人 
属性 通学先、性別 通学先、学年、性別 居住地、性別、年齢、 

職業、雇用形態 

設問 
浜中町の現状、将来の職業、
浜中町の居住意向、まちづ
くり 

浜中町の評価、居住意
向と理由、進路、職業、
今後の浜中町 

結婚、出産、子育て、産
業振興 

配布、
配収数 

小学校 
配布：１２２人 
回収：１２１人（99.2％） 

中学校 
配布：１９８人 
回収：１９４人（98.0％） 

 
配布：78 人 
回収：78 人 

（100％） 

 
配布：2,340 世帯 
回収：1,291 世帯 

（55.2％） 

 
4－2  小中学生アンケート 
■あなたが通っている学校と学年を教えてください。学校の番号に○印をつけて、（  ）

に学年を書いてください。（問１） あなたの性別を教えてください。（問２） 

町内 9 校から回答がありました。性別構成を見ると小・中学校ともに女子がやや多くな

っています。 

 

a.小学校     （単位：人） 

 
 
 
 
 
 

b.中学校           （単位：人） 

 
 
 
 

 

※回答は 194 人あったが、性別不明が 1 人あった。  

男 女 小計 男 女 小計 男 女 計

霧多布小学校 10 11 21 7 10 17 17 21 38

散布小学校 3 5 8 2 2 4 5 7 12
浜中小学校 5 9 14 5 4 9 10 13 23

茶内小学校 12 12 24 9 11 20 21 23 44
茶内第一小学校 0 3 3 0 1 1 0 4 4

合計 30 40 70 23 28 51 53 68 121

合計小学5年生 小学6年生

男 女 小計 男 女 小計 男 女 小計 男 女 計

霧多布中学校 12 13 25 11 16 27 18 9 27 41 38 79
散布中学校 5 2 7 4 2 6 4 5 9 13 9 22

浜中中学校 5 5 10 5 7 12 5 5 10 15 17 32
茶内中学校 9 10 19 6 10 16 9 16 25 24 36 60

合計 31 30 61 26 35 61 36 35 71 93 100 193

中学1年生 中学2年生 合計中学3年生
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■あなたは浜中町が好きですか（問３） 

小学生は、「とても好き」と「すこし好き」を合わせた「好き」の割合が 80％を超えてい

ますが、中学生は 50％を超える程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■あなたは浜中町はどのような町だと思いますか。それぞれの質問に当てはまるものを 1

つ選んで○印をつけてください。（問４） 

各項目で、70％以上が「そう思う」と「やや思う」を合わせた「思う」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小中計 回答数 1887 

35人

39人

21人

19人

15人

19人

35人

32人

1人

9人

33人

43人

2人

4人

3人

1人

2人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学男

小学女

中学男

中学女

とても好き すこし好き どちらでもない すこし嫌い とても嫌い

111人

91人

121人

144人

106人

119人

147人

148人

124人

97人

147人

103人

51人

63人

61人

61人

50人

70人

6人

13人

9人

11人

11人

23人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

明るい町である

きれいで環境が良い町である

元気な町である

他の町とはちがった魅力のある町である

思いやりがある町である

ほかの町に自慢できる町である

そう思う やや思う あまり思わない 思わない
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■あなたは将来、どのような職業につきたいですか。２つまで選んで○印をつけてくださ

い。（問 5） 

その他を除き、男子は「漁業」、「農業」、「公務員・団体職員」が多く、女子は「教職員・

保育士」、「医療・福祉関係」、「理容・美容関係」が多くなっています。 

なお、その他は「未定」、「わからない」という回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小中計 回答数 443 

 

  

28

31

15

21

10

3

8

4

0

6

7

10

28

39

5

4

3

3

16

5

5

0

30

45

37

4

21

55

0 10 20 30 40 50 60

農業

漁業

製造・工業

建設業

商業・飲食業

金融・保険業

観光関係

交通・運輸関係

理容・美容関係

教職員・保育士

医療・福祉関係

警察官・消防士

公務員・団体職員

その他

人数（人）

男

女
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■あなたはこれからも浜中町に住み続けたいと思いますか。（問６）「町外に移りたい」と

答えた方にお聞きします。その理由を 2 つ選んで○印をつけてください。 
「住み続けたい」とする割合は、小学生及び中学生男子は 20％を超えていますが、中学

生女子はわずか 7％で、半数以上は「町外に移りたい」となっています。 

また、「町外に移りたい」理由は、「進学したい学校が町内にないから」が最も多く、次い

で「将来自分のなりたい職業がないから」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.小学生 回答数 89 b.中学生 回答数 128 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13人

18人

22人

7人

23人

29人

20人

51人

17人

21人

51人

42人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学男

小学女

中学男

中学女

住み続けたい 町外に移りたい わからない、どちらともいえない

14

7

2

0

2

0

5

1

3

2

35

17

12

0

4

0

12

3

4

5

0 10 20 30 40 50 60

進学したい学校が町内にないから

将来自分のなりたい職業がないから

列車、バスなどの交通の便が悪い…

気候、自然が合わないから

医療や福祉に不安があるから

近所づきあいがいやだから

遊び場が少ないから

人が少なくてさびしいから

文化や情報が不足しているから

その他

人数（人）

男

女

15

8

3

0

0

0

3

2

2

5

18

14

2

0

0

0

6

2

2

7

0 10 20 30 40 50 60

進学したい学校が町内にないから

将来自分のなりたい職業がないから

列車、バスなどの交通の便が悪い…

気候、自然が合わないから

医療や福祉に不安があるから

近所づきあいがいやだから

遊び場が少ないから

人が少なくてさびしいから

文化や情報が不足しているから

その他

人数（人）

男

女
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■これからの浜中町はどのような町になってほしいですか。２つ選んで○印をつけてくだ

さい。（問７） 

「自然が豊かで環境にやさしい町」が最も多く、「事故や災害、犯罪などがない町」、「便

利で快適な生活環境が整った町」と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小中計 回答数 600 

  

76

23

26

33

39

20

22

13

16

7

73

10

35

47

50

41

22

25

16

6

0 20 40 60 80

自然が豊かで環境にやさしい町

農林水産業が盛んで活気のある町

たくさんの人が訪れる観光と交流の町

便利で快適な生活環境が整った町

事故や災害、犯罪などがない町

健康で安心な医療や福祉が整った町

教育、文化、スポーツなどが充実した町

町民同士の仲が良く、郷土愛が高い町

情報や通信機能が進んだ文化的な町

その他

人数（人）

男

女
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4－3  高校生アンケート 
■あなたの通っている学校と学年を教えてください。（問１） 

■あなたの性別を教えてください。（問２） 

回答は全て霧多布高等学校生徒 78 人であり、男子が 53％とやや多くなっています。 

単位：人 

 

 

 

■あなたは自分自身の卒業後の進路をどの

ように考えていますか。（問３） 

卒業後の進路は、「進学したい」が 34％

で最も多く、「町外で就職したい」が 29％、

「町内で就職したい」が 21％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

※回答数 78 

■あなたは将来、どのような職業に

つきたいですか。２つまで選んで

○印をつけてください。また、具

体的な職業名があればお答えくだ

さい。（問４） 

男女ともに、「公務員など」が最

も多くなっており、その次に男子は

「農林漁業」、「教育、学習支援業」、

「サービス業」、女子は「教育、学

習支援業」、「医療、福祉」が続いて

います。 

 

 

 

 

 

※回答数 112 

10人

1人

4人

3人

3人

3人

1人

3人

3人

1人

6人

3人

2人

6人

12人

1人

1人

2人

2人

1人

1人

4人

2人

9人

9人

1人

7人

11人

0 2 4 6 8 10 12 14

農林漁業

工業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業

公務員など

男

女

男 女 小計 男 女 小計 男 女 小計 男 女 計

13 14 27 18 15 33 10 8 18 41 37 78

合計高校1年生 高校2年生 高校3年生

町内で就職したい

16人（21％）

町外で就職したい

23人（29％）

進学したい

27人（34％）

家業を継ぎたい

3人（4％）
まだ決めていない

9人（12％）

【具体的な職業】 

（男子） （女子） 

消防士 保育士 

昆布 役場職員 

役場職員 介護職員 
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■あなたは浜中町が住みよい町だと思いますか。（問５） 

「住みよい」と「どちらかといえば住みよい」を合わせた「住みよい」の割合は、男子が

63％、女子が 73％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■あなたは将来も浜中町に住み続けたいと思いますか。（問６） 

「町内の今の場所に住み続けたい」とする割合は、男子が 34％、女子が 22％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14人

8人

17人

18人

2人

2人

8人

9人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

町内の今の場所に住み続けたい

道内の他の町に住みたい

道外の他の町に住みたい

何年か町外で暮らし、その後、浜中町に戻って住み続けた

8人

9人

18人

18人

12人

10人

3人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

住みよい どちらかといえば住みよい どちらかといえば住みにくい 住みにくい
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■「問６」で「1」と回答された方にお伺いします。あなたは、なぜ浜中町に住み続けたい

ですか。次の中から 3 つまで選んで番号に○印をつけてください。（問７） 

住み続けたい理由は、「地元での生活に慣れているから」、「地元の風土が好きだから」が

多くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数 44 

■「問６」で「1」以外と回答された方にお尋ねいたします。あなたは、なぜ浜中町から他

の町に移りたいのですか。次の中から3 つまで選んで番号に○印をつけてください。（問 8） 

他の町に移りたい理由は、「地域にとらわれずに働きたいから」、「都市の方が様々な面で

便利だから」、「志望する業種がないから」、「志望する企業がないから」、「希望するスキルを

身に付けられないから」が多くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数 124 

7人

9人

1人

11人

8人

2人

2人

10人

6人

8人

9人

10人

1人

10人

9人

1人

人

10人

6人

4人

0 5 10 15 20

志望する企業がないから

志望する業種がないから

大手企業がないから

地域にとらわれずに働きたいから

希望するスキルを身に付けられないから

地元の風土が好きではないから

都会の方が収入がよさそうだから

都会の方が様々な面で便利だから

実家を離れたいから

その他

男

女

9人

5人

2人

2人

1人

人

3人

3人

1人

1人

1人

7人

3人

2人

人

3人

人

1人

人

人

人

人

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

地元での生活に慣れているから

地元の風土が好きだから

地元に貢献したいから

志望する企業があるから

両親や祖父母の近くで生活したいから

両親などから地元で生活するように言われているから

実家から通えて経済的だから

仕事とプライベートを両立させたいから

長男、長女だから

友人が多いから

その他

男

女
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■あなたは将来の浜中町がどのような町になることを望みますか。２つ選んで○印をつけ

てください。（問９） 

将来の浜中町について、「便利で快適な生活環境が整った町」、「自然が豊かで環境にやさ

しい町」、「たくさんの人が訪れる観光と交流の町」を望んでいる割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数 145 

  

12人

4人

10人

19人

6人

6人

10人

5人

5人

人

11人

5人

10人

12人

5人

10人

7人

6人

2人

人

0 5 10 15 20

自然が豊かで環境にやさしい町

農林水産業が盛んで活気のある町

たくさんの人が訪れる観光と交流の町

便利で快適な生活環境が整った町

事故や災害、犯罪などがない町

健康で安心な医療や福祉が整った町

教育、文化、スポーツなどが充実した町

町民同士の仲がよく、郷土愛が高い町

情報や通信機能が進んだ文化的な町

その他

男

女
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4－4  町民アンケート 
■あなたのことについて教えてください。（問１） 

配布数は 2,340 世帯、回収数は 1,291 世帯（回収率 55.2％）でした。 

 

a.地区別回収数 単位：人 b.職業 単位：人 
  男 女 不明 計 

農林業 106 47 19 172 

漁業 189 128 29 346 

工業、採石業、砂利採

取業 
0 0 0 0 

建設業 43 7 4 54 

製造業 26 17 4 47 

電気・ガス・熱供給・水

道業 
4 0 0 4 

情報通信業 0 0 0 0 

運輸業、郵便業 11 7 0 18 

卸売業、小売業 23 13 4 40 

金融業、保険業 5 2 0 7 

不動産業、物品賃貸業 0 1 0 1 

学術研究、専門・技術

サービス業 
15 7 1 23 

宿泊業、飲食サービス

業 
5 8 2 15 

生活関連サービス業、

娯楽業 
2 2 0 4 

教育、学習支援業 28 12 3 43 

医療、福祉 2 21 0 23 

複合サービス事業 2 0 0 2 

サービス業 49 30 3 82 

公務 49 15 2 66 

不明 110 124 110 344 

合計 669 441 181 1,291 

 

c.年齢 単位：人 d.居住年数 単位：人 

 

 

 

e.住宅の種類 単位：人 

 

 

 

f.後継者の有無 単位：人 

 

 

 

  

5年未満 5～9年 10～19年 20～29年 30～39年 40年以上 不明 計

125 58 128 150 193 502 135 1,291

(9.7%) (4.5%) (9.9%) (11.6%) (14.9%) (38.9%) (10.5%) (100.%)

後継者とな

る

後継者とは

ならない

後継者は

いない
不明 計

277 384 401 229 1,291

(21.5%) (29.7%) (31.1%) (17.7%) (100.%)

一戸建

持家

一戸建

借家

公営

住宅

民間マンション、

アパート
社宅 公宅 不明 計

950 35 103 26 45 39 93 1,291

(73.6%) (2.7%) (8.%) (2.%) (3.5%) (3.%) (7.2%) (100.%)

霧多布 238

湯沸 4

新川 73

暮帰別 125

仲の浜 22

琵琶瀬 65

渡散布 18

火散布 43

丸山散布 46

藻散布 33

榊町 49

奔幌戸 16

貰人 15

恵茶人 4

浜中 85

熊牛 14

姉別 67

厚陽 12

茶内 180

茶内農村 30

茶内第一 28

茶内第三 19

円朱別 10

西円朱別 19

不明 76

合計 1,291

男 女 不明 計

10代 1 1 0 2

20代 32 12 0 44

30代 71 52 5 128
40代 95 84 12 191

50代 152 112 19 283

60代 176 104 28 308

70代

以上
138 73 47 258

不明 4 3 70 77

合計 669 441 181 1,291
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■あなたは結婚されていますか（事実婚を含む）。結婚歴は何年ですか。共働きですか。 

 （問２） 
a.結婚状況 単位：人 b.結婚歴 単位：人 

 

 

c.共働き 単位：人 

 

 

 

■子供の有無、人数及び年齢（問３） 

 

a.子供の有無 単位：人 b.子供の人数 単位：人 

 

 

 

c.子供の年齢 単位：人 

 

 

 

 

  

男 女 不明 計
既婚（離別死別） 71 110 30 211

既婚(あり) 513 278 64 855

未婚 69 33 11 113
不明 16 20 76 112

合計 669 441 181 1,291 はい いいえ 不明 合計

560 223 72 855

5年未満 10年未満 20年未満 30年未満 30年以上 不明 合計

39 38 116 119 399 467 1,178

男 女 不明 計
はい 514 368 87 969

いいえ 124 54 14 192
不明 31 19 80 130

合計 669 441 181 1,291

1人 2人 3人 4人 5人以上 不明 合計

141 405 314 71 10 28 969

乳児 幼児 小学生 中学生 高校生 大学、大学院生 未婚の子供 既婚の子供

22 77 105 89 85 64 274 360
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■浜中町の生活に関する次の各項目について、「現在の満足度」についておたずねします。

それぞれ１つずつ選んで○印をつけてください。（問４） 

「満足」と「やや満足」を合わせた割合が 50％を超えているのは、「自然環境」、「ゴミ

処理対策」、「上水道の整備等」、「下水道の整備等」、「交通安全防犯対策」、「消防防災体制」

となっています。また、「不満」と「やや不満」を合わせた割合が 50％を超えているのは、

「医療機関の充実」、「日常の買物や娯楽の場」、「公共交通機関の利便性」、「雇用や就労の場

の確保」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図中の数値は人数 

49

48

19

177

137

430

314

304

314

33

104

64

29

126

116

31

57

38

61

44

71

30

26

34

39

129

246

145

426

424

427

484

448

400

128

286

293

138

378

364

107

214

211

251

191

302

139

74

136

118

319

420

196

329

393

167

156

234

256

329

404

263

492

424

378

209

553

603

570

701

574

808

866

755

744

297

243

406

98

81

59

119

72

76

338

144

311

251

110

139

296

162

164

139

110

104

65

68

115

114

290

131

329

71

37

24

36

36

45

279

138

168

182

57

95

461

110

68

55

41

37

45

42

46

69

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

雇用や就労の場の確保

観光振興等

日常の買物や娯楽の場

消防防災体制

交通安全防犯対策

自然環境

ゴミ処理対策

上水道の整備等

下水道の整備等

公共交通機関の利便性

情報通信

道路等の整備

公園や広場等の整備

生活衛生施設

病気の予防等

医療機関の充実

福祉対策

子育て支援対策

教育環境

生涯学習等の施設整備

体育施設整備

人権尊重等の取組み

国際交流

地域間交流

近隣市町村との連携協力

満足 やや満足 わからない やや不満 不満
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■浜中町の生活に関する次の各項目について、「今後の重要度」についておたずねします。

それぞれ１つずつ選んで○印をつけてください。（問４） 

「重要」の回答割合が特に高くなっているのは、「雇用や就労の場の確保」、「医療機関の

充実」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図中の数値は人数 

  

669

365

356

590

440

552

431

493

463

400

325

366

284

203

427

648

454

445

419

178

175

180

147

209

301

163

312

375

210

276

241

336

246

258

299

271

355

298

304

279

176

229

215

221

271

306

210

188

252

250

120

212

160

128

183

131

146

177

185

206

284

194

302

344

200

103

235

260

270

426

393

508

532

440

360

7

46

39

9

13

11

23

9

12

29

35

16

35

58

12

6

8

6

9

35

47

26

41

19

15

3

12

3

5

3

6

7

4

5

4

5

4

11

25

7

12

9

3

1

15

7

8

19

10

6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

雇用や就労の場の確保

観光振興等

日常の買物や娯楽の場

消防防災体制

交通安全防犯対策

自然環境

ゴミ処理対策

上水道の整備等

下水道の整備等

公共交通機関の利便性

情報通信

道路等の整備

公園や広場等の整備

生活衛生施設

病気の予防等

医療機関の充実

福祉対策

子育て支援対策

教育環境

生涯学習等の施設整備

体育施設整備

人権尊重等の取組み

国際交流

地域間交流

近隣市町村との連携協力

重要 やや重要 わからない あまり重要ではない 重要ではない
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■農業、林業、水産業、商業、鉱工業、観光関連業の方は〔問５一①〕の質問を、それ以

外の職業の方は〔問５一②〕の質問にお答えください。あなたの職業にかかわる町の施

策【事業や取組み】に対する満足度を１つ選んで○印をつけてください。浜中町の産業

振興について、特にどの分野に力を注ぐべきだと思いますか、次の中から３つ以内を選

び番号に○印をつけてください。（問５） 

「満足」と「やや満足」を合わせた割合は、38％にとどまります。これらの産業以外の

方が力を注ぐべきと考えている分野は、「農業」、「水産業」が多くなっています。 

a.施策に対する満足度 回答数 470 b.力を注ぐべき分野 回答数 761 

※農林水産、商業、鉱工業、観光関連の方 ※農林水産、商業、鉱工業、観光関連以外の方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■あなたは浜中町が住みよい町だと思いますか。１つ選んで○印をつけてください。（問６） 

「住みよい」と「どちらかといえ

ば住みよい」を合わせた「住みよい」

の割合は、67％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数 982 

満足
43
9%

やや満足
135
29%

わからない
169
36%

やや不満
80

17%

不満
43
9% 171

16

206

53

8

135

44

25

99

4

0 50 100 150 200 250

農業

林業

水産業

商業

鉱工業

観光・交流関連施設

新産業の誘致

大学等の誘致

産業振興

その他

（人）

住みよい
164
17%

どちらかと

いえば住

みよい
495
50%

どちらかと

いえば住

みにくい
257
26%

住みにくい
66
7%
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■あなたは、これからも浜中町に住み続けたいと思いますか。１つ選んで番号に○印をつ

けてください。理由は何ですか。2 つまで選んで○印をつけてください。（問６） 

７7％が「住み続けたい」としています。その理由は、「自分に合う仕事（職場）がある」、

「気候や自然環境が良いから」、「人間関係が安心できるから」が多くなっています。 

転出したい理由は、「医療や福祉が不安だから」、「公共

交通機関が不便だから」、「老後の生活が不安だから」、「娯

楽面で不便だから」が多くなっています。 

 

 

 

 

※回答数 994 

a.転出したい理由 回答数 498 b.住み続けたい理由 回答数 1376 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の浜中町は、どのような町になってほしいと思いますか。次の中から２つまで選ん

で番号に○印をつけてください。（問７） 

「経済的に豊かな町」、「健康で安心して暮

らせる町」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数 1990 

住み続け

たい

245
24%

できれば済

み続けた

い
527
53%

できれば転

出したい

205
20%

転出したい
17
2%

34

15

3

77

12

1

28

129

74

10

73

20

22

0 20 40 60 80 100 120 140

自分に合う仕事（職場）がないから

事業等に不利だから

勤務先（通学先）まで遠いから

公共交通機関が不便だから

気候や自然環境が悪いから

交通安全や防犯面で不安だから

子供にとって教育環境が悪いから

医療や福祉が不安だから

老後の生活が不安だから

人間関係がうまくできないから

娯楽面で不便だから

趣味の場が少ないから

その他

（人）

330

90

82

14

370

43

25

11

29

292

4

17

69

0 50 100 150 200 250 300 350 400

自分に合う仕事（職場）があるから

事業等に有利だから

勤務先（通学先）に近いから

公共交通機関が便利だから

気候や自然環境が良いから

交通安全や防犯面で安心だから

子供にとって教育環境が良いから

医療や福祉が充実しているから

老後の生活が安心できるから

人間関係が安心できるから

娯楽面で便利だから

趣味の場が充実しているから

その他

（人）

586

165

220

441

163

195

48

114

41

17

0 100 200 300 400 500 600 700

経済的に豊かな町

観光と交流の町

自然と共生する美しい町

健康で安心して暮らせる町

生活していて安全な町

便利で快適に暮らせる町

スポーツ等が充実した町

郷土への愛着が高い町

通信機能等が充実した町

その他

（人）
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■結婚についてあなたの考え方に近いものを選んでください。当てはまる番号に○印をつ

けてください（複数回答可）。（問８） 

「自分の家庭や子供を持つことができる」、「精神的な安らぎの場を得ることができる」、

「愛情を感じている人と暮らすことができる」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数 1558 

 

■あなたはどのような状況になれば結婚すると思いますか。既婚の方はどのような状況で

結婚を決心しましたか。当てはまる番号に○印をつけてください（複数回答可）。（問９） 

未婚の方は「異性と知り合う機会があること」、「経済的に余裕があること」、「結婚の必

要性を感じること」、「精神的に余裕ができること」が多くなっています。 

既婚の方は、「異性と知り合う機会があったこと」、「適当な年齢になったこと」、「結婚の

必要性を感じたこと」が多くなっています。 

a.未婚 回答数 163 b.既婚 回答数 1284 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

148

151

383

240

453

46

124

13

0 100 200 300 400 500

経済的に余裕を持つことができる

社会的な信用を得ることができる

精神的な安らぎの場を得ることができる

愛情を感じている人と暮らすことができる

自分の家庭や子供を持つことができる

親から独立することができる

個人の自由であり結婚はしなくてもよい

その他

（人）

10

25

12

4

6

26

26

21

5

4

6

14

4

0 5 10 15 20 25 30

適当な年齢になること

結婚の必要性を感じること

仕事が落ち着くこと

まわりの友人が結婚しはじめること

自分の自由になる時間があること

異性と知り合う機会があること

経済的に余裕ができること

精神的に余裕ができること

結婚生活のための住居のめどがたつこと

親や周囲が結婚に同意すること

子供ができること

特にない

その他

（人）

223

217

84

66

3

257

63

62

27

108

90

63

21

0 50 100 150 200 250 300

適当な年齢になったこと

結婚の必要性を感じたこと

仕事が落ち着いたこと

まわりの友人が結婚しはじめたこと

自分の自由になる時間ができたこと

異性と知り合う機会があったこと

経済的に余裕ができたこと

精神的に余裕ができたこと

結婚生活のための住居のめどがたったこと

親や周囲が結婚に同意したこと

子供ができたこと

特にない

その他

（人）



 
 

-29- 
 

■未婚の方にお伺いします。あなたが独身でいる理由は何ですか。当てはまる番号に○印

をつけてください（複数回答可）。（問１０） 

男性は「異性と知り合う機会そのものがないから」、「理想の相手にまだめぐり合えない

から」、「結婚する必要性を感じないから」が多くなっています。 

女性は「結婚する必要性を感じないから」、「異性と知り合う機会そのものがないから」、

「理想の相手にまだめぐり合えないから」、「相手に自分の生活を合わせないといけないから」

が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数 172 

 

■未婚の方にお伺いします。あなたは将

来結婚したいと思いますか。１つ選ん

で番号に○印をつけてください。（問

11） 

時期等に関わらず、「結婚したい」と答 

えた割合は、５６％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数 97 

24

17

11

9

7

18

6

0

10

5

8

8

8

4

8

2

12

2

1

5

4

3

0 5 10 15 20 25 30

異性と出会う機会そのものがないから

理想の相手にまだめぐり合えないから

異性とうまく付き合えないから

相手に自分の生活を合わせないといけないから

仕事と家事・育児を両立させる自信がないから

結婚する必要性を感じないから

自分が結婚する年齢と考えてないから

相手や親や周囲が結婚に同意しないから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

今は、仕事に打ち込みたいから

その他

（人）

男

女

すぐに結婚し

たい
7

7%

2～3年以内に

結婚したい
4

4%

いずれは結婚

したい
32

33%
結婚したい

が、結婚しな

いと思う
12

12%

結婚するつも

りはない
19

20%

わからない
23

24%
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■浜中町は子供の出産、子育てをしやすい町だと思いますか。（問１２） 

「出産、子育てをしやすい」と答えた割合は、21％(167 人/813 人)にとどまります。 

 

 

 

 

■あなたをとりまく環境がどのような状況であれば、子供を持ちやすい（育てやすい）と

思いますか。当てはまる番号に○印をつけてください（複数回答可）。（問１３） 

子供を持ちやすい環境は、

「働きながら子育てができる職

場環境であること」、「教育にあ

まりお金がかからないこと」、

「保育サービスが充実している

こと」、「雇用が安定すること」

が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数 2116 

 

■既に子供がいる方、将来的に子どもが欲し

いと考えている方にお伺いします。あなた

は、子育てに関して不安や負担を感じます

か。１つ選んで番号に○印をつけてくださ

い。（問１４） 

「非常に不安や負担を感じる」と「なんと

なく不安や負担を感じる」を合わせた割合は、

55％となっています。 

 

 

 

 

※回答数 589 

  

男 女 計

思う 110 57 167
思わない 187 123 310

どちらでもない 206 130 336

合計 503 310 813

341

333

140

314

374

81

51

156

151

150

25

0 50 100 150 200 250 300 350 400

教育にあまりお金がかからないこと

保育サービスが充実していること

出産・育児について相談できる人が地域にいること

雇用が安定すること

働きながら子育てができる職場環境であること

自分の住んでいる家が十分な場所であること

自分や配偶者が高齢でないこと

自分自身などの健康に問題がないこと

配偶者の家事・育児への協力が得られること

配偶者以外の家族に育児を協力してくれる人がいること

その他

（人）

非常に不安

や負担を感

じる
94

16%

なんとなく不

安や負担を

感じる

228
39%

あまり不安

や負担は感

じない

129
22%

不安や負担

を全く感じな

い
14
2%

どちらとも言

えない
95

16%

わからない

29
5%
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■既に子供がいる方、将来的に子どもが欲しいと考えている方にお伺いします。子育てに

関する悩み・不安について具体的にお知らせください。当てはまる番号に○印をつけて

ください。（問１５） 

子育てに関する悩みや不安の内容は、「子供の教育費などの経済的なこと」が特化してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数 964 

■浜中町における子育て支援対策として重要だと思うものを３つ選んで当てはまる番号に

○印をつけてください。（問１６） 

子育て支援対策の重要事項は、「出産、育児、保育、教育費等、子育て世帯に対する経済

的支援」、「小児医療・保健体制の充実」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数 2203 

491

219

97

58

450

204

104

94

168

41

112

156

9

0 100 200 300 400 500 600

小児医療・保健体制の充実

保育所、放課後児童クラブ等の施設整備・内容の充実

子育てに関する身近な相談の場・交流の場の機会の提供

子供の心のケア体制の充実

出産、育児、保育、教育費等、子育て世帯に対する経済的支援

子供の教育環境の充実

子育て家庭を社会全体で応援する雰囲気づくり、意識啓発

子育てしやすい住環境の整備

安心して子供が遊べる環境の整備

男性が家事に参加する等の積極的な参加・協力体制の推進

育児休業や労働時間短縮、家事・育児の男女共同参画など子育てと社会参加の両立のための環境づくり

犯罪等のない安全な生活環境の整備

その他

（人）

333

82

141

70

21

21

17

86

29

133

31

0 50 100 150 200 250 300 350

子供の教育費などの経済的なこと

住宅に関すること

子供の学校生活や交遊関係のこと

近所に子供の遊び友達がいないこと

同じ年頃の子供を持つ母親や父親が身近にいないこと

子供の育て方について配偶者や家族と意見が合わないこと

配偶者や家族の協力が得られないこと

保育所や放課後児童クラブのサービスが不充分であること

子育てなどについて適当な相談相手が身近にいないこと

緊急時や突発的な用事が出来た場合、子供を預けるところがないこと

その他

（人）
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■浜中町において人口減少を食い止めるためにどのような取り組みに力を入れるべきと考

えますか。重要だと思うものを 3 つ選んで番号に○印をつけてください。（問１７） 

人口減少対策の重要事項は「第 1 次産業就業者への総合的な支援」、「産業の担い手・後

継者の確保」、「若者、高齢者、障がい者が活躍できる雇用の創出」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答数 2781 

  

514
301

172
221
222

310
179

121
175

61
35

120
80

190
60

20

0 100 200 300 400 500 600

第1次産業就業者への総合的な支援

若者、高齢者、障がい者が活躍できる雇用の創出

起業など若者がチャレンジしやすい環境の整備

移住者、Uターン者の増加に向けた情報発信やサポート体制の充実

地域産業における付加価値の向上

産業の担い手・後継者の確保

企業誘致などによる新規産業の創出

食品加工や流通販売が一体化したビジネスの創出

浜中町の素材を生かした観光振興

道路等のインフラ及びインターネット環境等の整備

学校や企業と連携したキャリア教育の推進

安全安心な生活を守るための防災対策

空き家対策等により安心して暮らせる居住環境の整備

バスや汽車等公共交通機関の確保

地域活動の活性化等による地域・住民同士のつながり

その他

（人）
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4－5  調査結果の総括 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【小中学生アンケートから】                             
・浜中町について 

「好き」とする割合は、小学生が 80％超、中学生が約 50％となっています。 

・浜中町のイメージ 

「明るい町」、「環境が良い町」、「元気な町」、「魅力のある町」、「思いやりがある町」、

「自慢できる町」の全てで、「思う」が 70％以上となっています。 

・将来の職業 
男子は、「漁業」、「農業」、「公務員・団体職員」、女子は、「教職員・保育士」、「医療・

福祉関係」、「理容・美容関係」が多くなっています。 

・浜中町での居住意向 

「住み続けたい」の割合は、小学生及び中学生男子は 20％を超えていますが、中学生

女子はわずか 7％で、半数以上は「町外に移りたい」となっています。 

・これからの浜中町 
「自然が豊かで環境にやさしい町」が最も多く望まれています。 

 
【高校生アンケートから】                             
・卒業後の進路 

「進学したい」が 34％で最も多く、次いで、「町外で就職したい」が 29％となって

います。なお、「町内で就職したい」は、21％となっています。 

・将来の職業 
男子は、「公務員など」、「農林漁業」、「教育、学習支援業」、「サービス業」、女子は「公

務員など」、「教育、学習支援業」、「医療、福祉」が多くなっています。 
・浜中町の住みやすさ 

「住みよい」とする割合は、男子が 63%、女子が 73％となっています。 

■浜中町においては、雇用や就労の場の確保、医療面での不満があり、その対策が重要

と考えられます。 

■浜中町は気候や環境に恵まれており、住みやすく、住み続けたいと考えられています

が、一方で、医療面や老後の生活面を理由とする町外への転出も考えられています。 

■結婚については、「結婚したいが、異性と知り合う機会がない」ことが課題と考えられ

ます。 

■出産・子育てについては、経済的な面で不安や悩みを抱えている方が多く、その支援

が望まれています。 

■人口減少対策の重要事項は、「第１次産業就業者への総合的な支援」、「産業の担い手・

後継者の確保」、「若者、高齢者、障がい者が活躍できる雇用の創出」となっています。 

■小中学生や高校生は、浜中町に対して良いイメージを持っています。しかし、主に雇

用や都市サービス面を理由に、町外へ転出したいという意向があります。 
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・浜中町での居住意向 

「町内の今の場所に住み続けたい」とする割合は、男子が 34％、女子が 22％となっ

ています。その理由は、「地元の生活に慣れているから」、「地元の風土が好きだから」

が多くなっています。 
・浜中町から移りたい理由 

「地域にとらわれずに働きたいから」、「都市の方が様々な面で便利だから」、「志望す

る業種がないから」、「志望する企業がないから」、「希望するスキルを身に付けられな

いから」となっています。 
・将来の浜中町 

「便利で快適な生活環境が整った町」「自然が豊かで環境にやさしい町」「たくさんの

人が訪れる観光と交流の町」が望まれています。 

 
【町民アンケートから】                               
（浜中町の現状と将来） 
・生活面での現状の満足度 

「満足」と「やや満足」を合わせた割合が 50％を超えているのは、「自然環境」、「ゴ

ミ処理対策」、「上水道の整備等」、「下水道の整備等」、「交通安全防犯対策」、「消防防

災体制」となっています。また、「不満」と「やや不満」を合わせた割合が 50％を超

えているのは、「医療機関の充実」、「日常の買物や娯楽の場」、「公共交通機関の利便性」、

「雇用や就労の場の確保」となっています。 

・生活面での今後の重要度 

特に、「雇用や就労の場の確保」、「医療機関の充実」の割合が高くなっています。 

・農林水産業、商業、鉱工業、観光関連業の方の町の施策に対する満足度等 

「満足」と「やや満足」を合わせた割合は、38％にとどまります。これらの産業以外

の方が特に力を注ぐべきと考えている分野は、「農業」、「水産業」が多くなっています。 

・浜中町のすみやすさ 

「住みよい」とする割合は、67％となっています。 

・これからの居住意向 

77％が「住み続けたい」としています。その理由は、「自分に合う仕事（職場）があ

る」、「気候や自然環境が良いから」、「人間関係が安心できるから」が多くなっていま

す。 

・転出したい人の理由 

「医療や福祉が不安だから」、「公共交通機関が不便だから」、「老後の生活が不安だか

ら」、「娯楽面で不便だから」が多くなっています。 

・望む浜中町の姿 

「経済的に豊かな町」、「健康で安心して暮らせる町」が多くなっています。 
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（結婚について） 

・結婚についての考え方 

「自分の家庭や子供を持つことができる」、「精神的な安らぎの場を得ることができる」、

「愛情を感じている人と暮らすことができる」が多くなっています。 

・結婚の条件 

未婚の方は「異性と知り合う機会があること」、「経済的な余裕があること」、「結婚の

必要性を感じること」、「精神的に余裕ができること」が多くなっています。 

既婚の方は、「異性と知り合う機会があったこと」、「適当な年齢になったこと」、「結婚

の必要性を感じたこと」が多くなっています。 

・未婚の方の独身でいる理由 

男性は、「異性と知り合う機会そのものがないから」、「理想の相手にまだめぐり合えな

いから」、「結婚する必要性を感じないから」が多くなっています。 

女性は、「結婚する必要性を感じないから」、「異性と知り合う機会そのものがないから」、

「理想の相手にまだめぐり合えないから」、「相手に自分の生活を合わせないといけな

いから」が多くなっています。 

・未婚の方の結婚の意向 

時期等に関わらず、「結婚したい」と答えた割合は、56％となっています。 

 

（出産・子育て） 

・出産・子育てのしやすさ 

「出産・子育てをしやすい」と答えた割合は、21％にとどまります。 

・子どもを持ちやすい環境 

「働きながら子育てができる職場環境であること」、「教育にあまりお金がかからない

こと」、「保育サービスが充実していること」、「雇用が安定すること」が多くなってい

ます。 

・子育てに関する不安や負担 

不安や負担を感じている方の割合は、55％となっています。なお、その不安や悩みの

内容は、「子供の教育費などの経済的なこと」が特化しています。 

・子育て支援策の重要事項 

「出産、育児、保育、教育費等、子育て世帯に対する経済的支援」、「小児医療・保健

体制の充実」が特に重要と考えられています。 

・人口減少対策の重要事項 

「第１次産業就業者への総合的な支援」、「産業の担い手・後継者の確保」、「若者、高

齢者、障がい者が活躍できる雇用の創出」が特に重要と考えられています。 

 

 
 


